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１　研究の概要

（１）研究主題

自ら学び，考え，ともに高め合う子どもをめざして

―言語技術の指導を基盤としたことばの教育の創造―

（２）研究のねらい

「言語技術」指導の視点を，授業のどの場面でどのように

取り入れると，教科の内容の理解を深め，本時のねらいに迫

れ，より充実した学習となるのかを授業研究を通して明らか

にしていく。また，日常生活において，言語技術を用いて表

現できるような場や機会を工夫することにより，児童に生き

てはたらくことばの力をつけていく。

（３）研究組織・体制

（４）研究推進の視点

ア　児童一人一人が生き生きと学び，伝え合うことにより，自

らの考えを高めていくような学習のあり方を工夫する。

・自ら意欲的に学ぼうとする課題設定の工夫

・一人学習の場の設定及び個に応じた指導の工夫
・言語技術の視点を取り入れた伝え合う場の工夫
・自己の高まりを確かめるための振り返る場の工夫

イ　「ことばの時間」における系統的な言語技術の指導内容，

方法，年間カリキュラム等の研究開発を行う。

ウ　児童を取り巻く言語環境を整備する。

（５）検証の方法

２　２年間の取組みの概要

　　Ｈ１７年度は，「ことばの時間」において指導した「言語技

術」を，国語科の言語活動の指導を通して技能まで高め，総合

的な学習の時間等の実の場で活用する取組みを行った。Ｈ１８

年度は，「ことばの時間」における系統的な指導内容を工夫する

とともに，各教科の中で「言語技術」指導を効果的に取り入れ

ながら，授業改善に取り組んだ。

（１）「ことばの時間」の指導の実際

ア　学年　　　　第４～６学年

イ　活動名　　　写真の分析をしよう

ウ　つけたい言語技術　「情報を的確に分析する技術」

エ　つけたいことばの力

【情報を理解する力】

○対象を分析的に受け止め，論理的に表現することができる。

【考えを伝える力】

○自分の考えを客観的，具体的な理由（根拠）に基づいて述べ

たり，討論したりすることができる。

オ　目標

・自分の考えや意見を整理し，根拠や理由を明確にした論理的

な話し方ができる。

・客観的な根拠や理由に基づいて，自分の考えや意見を書くこ

とができる。

カ　指導計画（全３時間）

　第１時　「職員室の風景」の写真を見て時間との関係を分析す

る。

　第２時　「ホノルルマラソン」の写真を見て地図との関係を分

析する。

第３時　　分析したことを文章化する。

ク　児童のワークシート

ケ　考察

　同じ場所の複数の写真から時

間帯を分析する活動から，複数

の写真と地図をもとに場所を分

析する活動へとスモールステッ

プで学習することができた。そ

の結果，写真から読み取れる事

実だけでなく，写真を比較した

り地図と関連付けたりしながら，

根拠を明らかにした活発な議論

ができた。
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児童生徒の考えや意見について理由や根拠を問うことを
大切にしている。
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「ことばの時間」で学んだことが日常生活で
役立っている
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「ことばの時間」がはじまってよかった
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「ことばの時間」で学んだことが他教科などで
役立っている
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（２）各教科での指導の実際

（３）言語環境の整備

　ア　校内での取組みの充実

　　・じまんの俳句作り

　　・季節の詩，学級の自慢の掲示

　　・四字熟語階段

・ことばであそぼうコーナーの設置

　　・校内掲示めぐり

　イ　家庭，地域との連携

　　・ボランティアによる読み聞かせ

　　・学校へ行こう週間「大人のためのことばの時間」開講

　　・学校だより，学級通信，ことばだよりの発行

３　研究の成果と課題

（１）成果

ア　児童の変容
【「問答ゲーム」「描写・説明」の実態調査】
（Ｈ１７年９月，Ｈ１８年１２月との比較）

【「ことばの時間」の意識調査　第３～６学年児童対象】

（Ｈ１８年９月，１２月との比較）

　児童は，「ことばの時間」で

学んだ言語技術の有用性を理

解し，他教科や日常生活で生

かしている。（図１～３）

言語技術の獲得によって，

児童は考えの根拠を明らかに

して話す力や伝えたいことを

整理して文の構成を意識しな

がら書く力が身に付いてきた。

伝え合いの場では，論点を意

識した意見の絡み合った話合

いができるようになってきた。

（表１）また，日常生活や学

習場面において，物事を多面的にとらえられる児童が増えてきた。

さらに，CRTの結果，国語科においては，全領域の力も向上した。

（図４）算数科でも，数学的な考え方の数値が全国と比較して8.7

ポイント上回っている。

イ　指導者の変容

【教師の意識調査】（H17.8月，H18.12月との比較）

表２のような効果を実感し

ながら，児童の考えや意見

について理由や根拠を問う

ことを大切にしている教師

が増えてきた。特に、児童

の発表の仕方や発言内容の

論理性をより意識するよう

になった。（図５）さらに，

「言語技術」ミニ演習を行

ったり，T1とT2を交代しな

がら「ことばの時間」を指

導したりすることで，指導

者自身の言語技術を高め，

指導力向上に努めた。

（２）課題

▲本時の学習のねらいに達成するための発問をどの場面でする

のかを明確にしておき，児童の思考を深めるための発問や児童

の曖昧な発言に対して効果的な切り返しをしたり，児童の思考

の流れに沿った構造的な板書を工夫したりする必要がある。

▲各教科での思考力とは何かについて，より具体的・系統的に

整理していく。
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項目　　 　　　実施月
Ｈ１７

９月

Ｈ１８

12月

Ｈ１７

９月

Ｈ１８

12月

Ｈ１７

９月

Ｈ１８

12月

ナンバーリング使用率 10 89 13 78 61 84

説得力のある理由 35 85 46 87 63 90

説明の順序（全→部） ３ 95 6 95 83 100

実感している効果 効果率

児童の思考力を深めることができる。 ９３％

話し合いの内容を深めることができる。 ８７％

一人一人の児童の学習理解を深めることができる。 ６０％

児童の学習理解の程度を把握できる。 ６０％

児童理解に役立つ。 ４７％

全児童の学力の向上につながる。 ４０％

児童相互，教師と児童の人間関係を円滑にできる。 ２７％
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